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最新検査法の小児頭部画像診断への応用
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特集を企画するにあたって
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近ｲ１２，１}lIi像診lUr法の進歩はますますその速度

を迷め．［[lIil蝋を(ｖ１１１ｊとする身にとってもめまぐ

るしく｜追いついていくのがI1lfしいと感じるほ

どである．新しい手法が｜Ｍiけると，、11然のこ

とながら人々は大きな'９１侍を抱き，診断に苦悩

しているｌ,iilﾀﾞ'1に/と非Ⅲiii川したいと考えるのは11Ｍ

解できるまた，新しいものに対する好奇心と

興味から使ってみたいと考える人がでてくるの

も人１１１１iとして納得できるところがある．しかし．

すべての検海法は忠特のriskとbenefitを考え

て行わなければならないことは言うまでもな

く､そのためには検汽法の長所短所，さらに'１１

が|州Mとして得られるのかを熟知する必要があ

る．また特に小児に対しては，lIIli像検在による

被曝を含む肢襲にはより厳しくなければならな

いと特えている．

したがって，小児放射線学会結締雌部より小

児ﾈ'1経放射線診Ililf学にＩＲＩする特集企lllIiの依ＩＩＭ１を

受けたとき，岐新の検廠法のＨ１状を，技術的祝

点から小児611域での実際の応１１１に至るまで，い

いところばかりを強調するのでなく限界や短所

にも踏み込んでその近の(ljlMl家に,'「いていただ

きたいと濫えた．私の考える(Ｗ]家とは，実際

に第一線でその検識を動かしている人のことで

ある．５つのテーマを選び，、執筆をお願いした

ところ幸いにも余しjから快,ilIiをいただき本号の

特ﾘﾐとしてまとめることができた．技術革新の

著しいヘリカルＣＴとマルチスライスＣＴ，小児

のljn部検ｉｌｆとして欠かせなくなったＭＲＡ，脳

の代,洲の微域を反1U(し得る核医学に関しては．

'二ＭＮを代炎するそれぞれの節１人肝の先姫方が

ご執耀下さった．FunctionalMRIとMRI,ＸｅＣＴ

をlI1いた|､流定１，tにⅡMしては北米の２つの大き

な小児病院のpediatricneuroradiol()gistから原

禰をいただくことができた．なお英文の論文に

は，少しでも読荷のＩｉＩｆ様の｣:１１１解にお役に立てば

とぎえ，私が抄録をｲⅡ訳して付記させていただ

いた．

水特集が，これから新しい検査法を取り入れ

ていこうと瀞えている先生〃に，ひいては'１１枢

に,ｕﾉ;Ｉする疾患を持つ旭児のために少しでも役

に立てば幸いである．
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